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子牛を病気から守りましょう！ 

 

 平成２１年度に作成した、「熊野牛子牛育成マニュアル」の中に、

「 子牛 疾 病 予防 プ ロ グラ ム」があります。このプログラムは子牛の

腸炎や肺炎を予防するためのものであり、酪農家さんでも役に立ち

ます。 

 今回はこのプログラムの価値を再認識していただき、非常に簡単

な内容で病気を予防し生産性を向上できるので、ぜひ生産者の皆様

は実践してください。 

 

 

子 牛疾 病 予 防プ ロ グ ラム と は  

 

※約６,０００円／頭 程度 



疾 病予 防 プ ログ ラ ム を確 実 に 実施 し な けれ ば  

最近の家畜保健衛生所の調査により、すべての作業を確実に実施

していない農家では、腸炎が多発し死亡する子牛が多く、子牛市場

における販売価格が４０，０００円以上安いことも分かりました。 

          （※確実に実施している農家と比較した場合） 

和牛・乳牛ともに症状が出てから投与するのではなく、子牛の調

子が良くてもプログラムの通りに先手で作業を実施することで、治

療の手間や費用を抑えられ、発育も良くなります。 

 

 

確 実に プ ロ グラ ム を 実施 し て いて も  

 確実にプログラムを実施している農家でも、牛床・牛舎を清潔に

保てていない場合は、コクシジウムや線虫に感染した子牛が多数存

在します。 

 さらなる経営安定を図るためには、プログラム実施とともに、 牛

床 の衛 生 管 理をきちんとしていただくことが非常に重要です。 

 

 

 

なお、動物用医薬品の使用に当たっては、指示書の用法用量に従

うとともに使用上の注意にご留意願います。 

また、気になる点や不明な点がありましたら所轄の家畜保健衛生

所にご相談ください。 

 

 

 


